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（３）国営アルプスあずみの公園 

①公園の概要に関する事前説明 

ア）整備経緯と概要 

・平成 2年の事業採択から平成 4年の用地買収着手、平成 10 年の起工式を経て、平成 16

年 7 月に堀金・穂高地区の一部（約 27ha）、平成 21 年 7 月に大町・松川地区の一部（約

79ha）が供用開始された。 

・平成 28 年 6 月に全園開園され両地区合わせて 353ha が共用されている。 

・長野県中西部に位置し、堀金・穂高地区と大町・松川地区は約 15km（車で約 30 分）の

距離がある 

・穂高・堀金地区（253ha）は安曇野総合体験パークとして里山を中心としたエリアで、

安曇野地域を知る入門編としての位置づけ、大町・松川地区は自然体験パークとして森

林を中心としたエリアとなっている。 

・開園時間は、11 月、12 月、1 月は 16 時まで、7 月、8 月は 18 時まで、その他は 17 時

までとなっているが、夏と冬のイルミネーション開催期間中はエリア限定で 21 時まで

の延長開園を行っている。 

［穂高・堀金地区］ 

「田園文化ゾーン」 

・田園文化ゾーン（約 47ha）はガイドセンターや公園管理センターのある穂高・堀金地

区の中心エリアとなっている。 

・特にあづみの学校では、環境共生時代を担う人材の支援・育成を図るためのさまざまな

体験学習活動の拠点施設となっている。 

・あづみの学校は学校の校舎をモチーフにインテリアが設われており、「社会科教室：か

まどで炊いたお小昼、そば打ち体験ができる」「理科教室：安曇野の清流の魚を観察し

たり、動植物を学ぶ」「芸術教室：季節ごとの自然素材を利用したクラフト体験」「観察

室：北アルプスや安曇野の景色を気球に乗った気分で体験」がある。 

「里山文化ゾーン」 

・里山文化ゾーン（約 49ha）は里山の森づくりエリア他、棚田エリアなど計 4 エリアに

分けられている。 

・当ゾーンは平成 23 年 4 月から放送された NHK の連続テレビ小説「おひさま」の撮影舞

台となったこともあり、一部撮影セットとして利用された農家風のあずまやも公園施設

として改修、利用している。 

・棚田は農水省の米の生産調整の制限から、4枚分のみ生産を行っている。 

・上記の用件に加え、棚田の面積も大きく、さらに用地買収時に水利権を放棄した経緯も

あり、全ての棚田を水田利用することは困難である。 

・その他の棚田は花修景（菜の花やそば）等に利用している。 

・山林の部分は自然保護の地区となっており立入禁止をしているが、サルやクマの被害が

増えていることから、地元との協力により電気柵を設ける対応を図っている。 
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［大町・松川地区］ 

・Ⅰ期開園エリア：センターゾーン、林間レクリエーションゾーン、保全ゾーン、Ⅱ期開

園エリア：渓流レクリエーションゾーン、Ⅲ期開園エリア：自然体験ゾーンに分かれる。 

・Ⅰ期エリアは、大町・松川地区の中心エリアになっており、インフォメーションセンタ

ーの他、林間レクリエーションゾーンや保全ゾーンがある。保全ゾーンは堀金・穂高地

区と同様サルやクマの被害が多いため電気柵の対応を図っている。 

・Ⅲ期エリアのマウンテンバイクパークは、4月下旬～11 月末日までの土日祝日（GW、夏

休み期間は平日も開園）に利用可能となっており、平成 29 年度は試験的に毎月第 3水

曜日を開園している。 

・利用料金は入園料を支払えば無料で利用することができる。 

・レンタルバイク（幼児用は無料、子ども用、大人用は 300 円/時間）も有り、ヘルメッ

トなどの防具のレンタルは無料で貸出を行っている。 

・自転車の購入は当初は公園事務所で購入したが、メンテナンスや更新などはレンタル料

を使用している。自転車の利用形態から耐用年数が少なく 2年程度使用すると更新とな

る。 

・コースは林間の広いコースとなっており、比較的初心者からも利用できる設定がされて

いる。そのため骨折などの大怪我なども発生はない。（怪我等の事故については自己責

任としている） 

 

イ）利用の状況 

・平成 28 年度両地区の公園利用者は 43.5 万人である。（堀金・穂高地区：27 万人、大町・

松川地区：16.5 万人） 

・NHK の連続テレビ小説「おひさま」の放送があった平成 23 年度が過去で最も来園者数

が多く、52.3 万人であった。 

・平成 28 年度に開園した里山文化ゾーンは、平成 28 年度 0.7 万人弱が平成 29 年度の 9

月末段階で 1.2 万人の利用者があった。利用者増については菜の花やひまわり迷路など

マスコミでの紹介があったことが大きいと考えられる。 

・平成 29 年度に来園者の累計が 500 万人を達成し、その際は里山文化ゾーンで収穫した

米 1俵が贈られた。 

・2地区での利用者数層については、堀金・穂高地区は花修景が多いことから年配層の利

用が多く、大町・松川地区はマウンテンバイクなどのレジャー系が多いためファミリー

層の利用が多い。両地区の利用者層の違いが反映している。 

・両地区を利用する利用者の割合は全体の 4％～7％程度（年間 18,000 人程度）であり、

特にイルミネーションのシーズンの両地区利用が多くなっている。 

・今年度行ったアンケート調査では 2日間の連続利用する利用者も多く、2日チケットの

要望意見が多かったため、今後検討を行っていく予定である。  
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・年間を通じての利用者数については、春の花修景が行われるゴールデンウィークが最も

多く、従来 1回のみの開催であった「アルプスあづみのセンチュリーライド（AACR）」

は年々参加者が増加し、参加が難しくなっていたため、平成 29 年度より 4月、5月の 2

回開催に変更した。参加者は県外からが全体の 9 割を占めており、そのほとんどが 2

泊の宿泊での滞在となっている。 

・平成 29 年度のゴールデンウィークの入園者数は AACR の 2 回開催（各回 1,500 人、計

3,000 人の参加）により両地区共に過去最高を記録しており、平成 28 年度から約 1.4

万人増加している。 

・次いで、サマーイルミネーション（穂高・堀金地区）が開催される 8月が多くなってお

り、その他ニジマスのつかみ取りやスプラッシュリバー（その北アルプスの渓流・乳川

での川遊び）が開催されている。 

・インバウンド利用については、平成 28 年 7 月からの数字で 355 人（両地区）、平成 29

年の上半期で 229 人となっており、全体から見てもほんの少数のみである。そのため公

園の利用実態調査でのインバウンド利用については当公園については実施をしないこ

ととした。 

・貸出しているマウンテンバイクの耐用年数は、修理費用を勘案すると約 2年である。貸

出回数は 4 月～11 月の土日とゴールデンウィーク及び夏休み期間で、平成 28 年度で

7,900 台回、平成 29 年度は 9月までに 7,300 台回の実績があった。 

 

ウ）管理・運営の状況 

・2地区のスタッフの配置状況は以下の通りとなっている。 

堀金・穂高地区：常勤 12 名／非常勤 16 名 計 28 名 

大町・松川地区：常勤 11 名／非常勤 12 名 計 23 名 

・センター長を含めた課長以上の職員については両地区の兼務となっており、大町・松川

地区には施設課長と分室長が配置されている。 

・2地区の情報交換や調整については、月に 1度幹部会（管理職会議）が行われる他、管

理・植物課についてもそれぞれ会議が開催されている。 

・また、年に 1度（休園日）全てのスタッフが集まる会議を行い、職員研修や情報交換を

行っている。 

・2地区に分かれる公園のデメリットについては、またがる市町村が多くなり事務的な調

整など煩雑になることもあるが、2地区を同一団体で管理することのメリットのほうが

多い。 

・メリットについては、両地区での予算の配分やスタッフの配置など物的面において融通

が効く点が大きい。 

・里山文化ゾーンの棚田の利用については、「ミノムシ会」に委託し、草刈り等の管理は

造園会社に委託をしている。 
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・イルミネーションの開催は委託費で運営を行っており、入園料のみで無料で見ることが

できる。準備は、特殊な部分については専門会社に委託をしているが、軽作業などはシ

ルバー人材センターを活用している。 

・平成 31 年には都市緑化フェアのサブ会場として当公園が指定されており、自転車イベ

ントを開催する予定である。イベントを通じて自転車の普及と延泊の促進への取組を行

っていくこととしている。 

・両地区において課題となっているサルやクマの被害については、サルはチューリップの

球根を食べたり、イルミネーションのコードを食いちぎったりなどの被害がある。クマ

の対応については地元と連携して出没したクマを捕獲しタグを付けて管理を行ってい

る。 

・年度当初にイベント情報チラシを作成し、観光関連のエージェントや教育関連の団体に

対する営業を行っている。売り込みの営業企画は、当年については 2月の下旬に、9月

には次年度の計画を行っている。一般向け・教育旅行向け・（一社）長野県観光機構、

日本アルプス観光連盟に売り込み営業を行っている。 

 

エ）地域連携 

・サイクリングイベントであるアルプスあづみのセンチュリーライドでは、地元住民と協

力し、園内で水分、食べ物の補給地点を運営している。 

・農家民泊と公園・周辺体験施設利用として、農家への宿泊の間に公園プログラムや地域

のラフティングを織り込んだスタイルを構築し、地域資源を活かした周遊プログラムを

構築している。（平成24年度は1校39名…受入農家数15軒の参加が平成28年度は3155

名…受入農家数 65 軒にまで増加している。 

・その他、周辺宿泊施設とセットにした気球搭乗体験や外国人利用者向けのそば打ち体験

など、外国人観光客の誘致促進のためのプログラムを提供している。 

・北アルプス国際芸術祭（平成 29 年：6/4-7/30）では、当公園が会場の一部として利用

され、伝統芸能「奉納太鼓」の演奏や「空のポスト（約 700 人の参加）」「キリュウダマ」

のワークショップが開催された。 

・陸上自衛隊との協定により災害時の後方支援拠点利用や、地域の照合意識の啓発のため

の「消防フェスタおおまち」の開催により市民の防災意識の向上を目的として、消防車

の展示や援助体験小屋の消化実演、防災体験などを開催。 

・「さとやま楽校」では各教室での専攻の後、さとやま発展講座を経て、地域との連携と

して環境リーダー、安曇野ガイド、クラフトゲート匠の杜、里山育成ボランティア、ス

ローフードの達人として活動を行っていくプログラム内容となっている。 

・公園でのボランティアについては現在 40 名程が活動しており、自然体験やおりオリエ

ンテーリングなどの活動を行っている。 

・外国人向けには、パンフレットを作成している日本アルプス観光連盟に情報を載せても

らっている。  
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②ヒアリングのまとめ 

・国営アルプスあづみの公園は、平成 2年の事業採択から平成 4年の用地買収着手、平成

10 年の起工式を経て、平成 16 年 7 月に堀金・穂高地区の一部（約 27ha）、平成 21 年 7

月に大町・松川地区の一部（約 79ha）が供用開始、平成 28 年 6 月に堀金・穂高地区の

一部の整備完了をもって全園開園、両地区合わせて 353ha が共用されている。 

・堀金・穂高地区と大町・松川地区は約 15km である。 

・穂高・堀金地区（253ha）は安曇野総合体験パークとした里山を中心としたエリアで、

安曇野地域を知る入門編としての位置づけ、大町・松川地区は自然体験パークとして森

林を中心としたエリアである。 

・平成 28 年度両地区の公園利用者は 43.5 万人である。（堀金・穂高地区：27 万人、大町・

松川地区：16.5 万人） 

・両地区を利用する利用者の割合は全体の 4％～7％程度（年間 18,000 人程度）であり、

特にイルミネーションのシーズンの両地区利用が多くなっている。 

・平成 28 年度に開園した里山文化ゾーンは、平成 28 年度の 0.7 万人弱から、平成 29 年

度の 9月末で 1.2 万人に増加しており、利用者増については菜の花やひまわり迷路など

マスコミでの紹介があったことが大きいと考えられる。 

・インバウンド利用は、平成 28 年 7 月からの数字で 355 人（両地区）、平成 29 年の上半

期で 229 人となっており、全体から見てもほんの少数のみである。 

・1公園が 2地区に分かれる公園のデメリットについては、またがる市町村が多くなり事

務的な調整など煩雑になることもあるが、2地区を同一団体で管理することのメリット

（予算の配分やスタッフの配置など物的面において融通が効く点）のほうが多い。 

・2地区の情報交換や調整については、月に 1度幹部会（管理職会議）が行われる他、管

理・植物課についてもそれぞれ会議が開催される。 

・公園に関する公報については、年度当初にイベント情報チラシを作成し、観光関連のエ

ージェントや教育関連の団体に対する営業を行っている。売り込みの営業企画は、当年

については 2月の下旬に、9月には次年度の計画を行っている。一般向け・教育旅行向

け・（一社）長野県観光機構、日本アルプス観光連盟に売り込み営業を行っている。 

・地域連携については、サイクリングイベントであるアルプスあづみのセンチュリーライ

ドで、地元住民と協力し、園内で水分、食べ物の補給地点を運営している。 

・農家との連携により、農家民泊と公園・周辺体験施設利用として、農家への宿泊の間に

公園プログラムや地域のラフティングを織り込んだスタイルを構築し、地域資源を活か

した周遊プログラムを構築している。（平成 24年度は 1校 39 名…受入農家数 15 軒の参

加が平成 28 年度は 3155 名…受入農家数 65 軒にまで増加している。 

・その他陸上自衛隊との協定により災害時には後方支援拠点として利用されることになっ

ている。 
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＜視察状況：堀金・穂高ガイドセンター＞ ＜視察状況：同左 里山文化ゾーン＞ 
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図表 1-8 アルプスあづみの公園 各地区平面図（穂高・堀金地区） 

 
出典資料：アルプスあづみの公園 ガイドマップ（穂高・堀金地区） 
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図表 1-9 アルプスあづみの公園 各地区平面図（大町・松川地区） 

 

出典資料：アルプスあづみの公園 ガイドマップ（大町・松川地区） 
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 図表 1-10 説明資料１ 
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提供資料：国土交通省 長野国道事務所公園課 

  




